
研究代表者 
小山貴夫 

 
研究分担者 

井口傑、佐竹利文、宮前佑矢、新守敏明、小林亜樹、月館司 
 

 
平成２５年１０月１日 

発表者 
株式会社コンピューター・ビジネス 

インターネット・新規事業部 宮前 佑矢 

寒冷地におけるヒ－トポンプ 

暖房制御システムの研究開発 



旭川周辺の特徴  
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  家庭における効率的な電気エネルギー利用の仕組み作り 
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・気温が低下するほど 
暖房効率が下がる 

 

 

 

暖房用の 
熱を蓄積できる 
有力なデバイス 

（現状の課題） 
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センサマイコン 

暖房制御用マイコン 

 

 

外気温収集の 
リアルタムログ 

 

 

Web  
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< > 
・データ蓄積 
・センサマイコン状況（死活）管理 
・Web上気象情報自動クローリング 
・類似特性地域のグルーピング処理 
・24時間後までの変化予測 
・制御用マイコンへの情報提供機能 
  など 
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研究の目的と成果物概要 



外気温収集システム構成 
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センサ用マイコン 

制御用 
 マイコン 
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エアコン 蓄熱暖房器 

 

情報集約サーバ 
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実験環境 

＜情報集約サーバ機能＞ 
 ・気温データ収集 
 ・類似地域のグルーピング 
 ・気象データ集中（Web） 
 ・気温変化パターン予測(24H後迄)  

ＸＸＸＸＸＸ!天気予報 
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IPv6  

   弊社研究開発部分 



実用化に向けた課題（まとめ） 
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 ECHONET Lite
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